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我
が
国
の
医
療
現
場
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
電

子
カ
ル
テ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

普
及
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
で
、

医
療
デ
ー
タ
は
極
め
て
機
微
性
が

高
く
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
情
報
漏

洩
が
発
生
す
れ
ば
、
患
者
の
安
全

に
も
直
結
す
る
重
大
な
問
題
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
も
国
内
の
複
数
の

病
院
で
、
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

Ｖ
Ｐ
Ｎ
（
仮
想
専
用
回
線
）
の
脆

弱
性
を
突
か
れ
た
攻
撃
等
に
よ
る

被
害
に
遭
い
、
手
術
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
電
子
カ
ル
テ
が
使
え

な
く
な
っ
た
り
す
る
事
例
が
発
生

し
て
き
た
。
医
療
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
す
る
た
め
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
東
京
都
医

師
会
は
、
２
月
26
日
（
水
）
に
警

視
庁
と
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
連
携
に
関
す
る
覚
書
」
を
締

結
し
た
。
本
覚
書
は
、
相
互
に
連

携
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
協

働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
都
医

師
会
と
そ
の
会
員

が
所
属
す
る
医
療

機
関
に
お
け
る
サ

イ
バ
ー
事
案
に
係

る
被
害
の
未
然
防

止
や
拡
大
防
止
、

医
療
業
務
の
早
期

復
旧
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
緊
密
な
連
携

を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
締
結

式
は
同
日
、警
視
庁
本
部
庁
舎（
東

京
都
千
代
田
区
）
で
行
わ
れ
、
警

視
庁
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
本
部
長
を
務
め
る
鎌
田
徹
郎
副

総
監
と
、
東
京
都
医
師
会
か
ら
尾

﨑
治
夫
会
長
が
覚
書
に
署
名
し

た
。
な
お
、
日
本
医
師
会
と
警
察

庁
サ
イ
バ
ー
警
察
局
と
の
間
で
同

様
の
覚
書
が
既
に
締
結
さ
れ
て
お

り
、
本
件
は
そ
れ
に
準
拠
す
る
も

の
で
あ
る
。

署
名
後
に
行
わ
れ
た
挨
拶
に

て
、
鎌
田
副
総
監
は
「
サ
イ
バ
ー

空
間
を
巡
る
脅
威
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
（
身
代
金
要
求
型
ウ
イ
ル
ス
）

に
よ
る
被
害
が
高
止
ま
り
し
て
お

り
、
特
に
医
療
機
関
に
被
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
人
命
に
直
結
す

る
重
大
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
と
な

る
。
万
全
を
尽
く
し
て
被
害
の
未

然
防
止
に
努
め
た
い
」と
述
べ
た
。

尾
﨑
会
長
は
こ
れ
に
応
じ
「
ま
だ

ま
だ
知
識
不
足
な
と
こ
ろ
も
あ

る
。
本
日
の
連
携

を
契
機
に
、
現
場

で
も
意
識
を
高

め
、
万
が
一
サ
イ

バ
ー
事
案
の
被
害

に
遭
っ
た
と
き
に

も
迅
速
に
連
携
を

取
っ
て
、
早
期
対

処
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
つ

く
っ
て
い
き
た

い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。
東
京

都
医
師
会
で
は

既
に
警
視
庁
専

門
担
当
者
に
よ

る
講
演
会
を
２

回
、
地
区
医
師

会
長
連
絡
協
議

会
に
お
け
る
説

明
会
を
１
回
開

催
し
て
い
る
。

今
後
も
機
会
を

設
け
、
会
員
や

役
職
員
へ
向
け

て
更
な
る
啓
発

活
動
を
継
続
し

て
い
く
予
定
で

あ
る
。

鎌田副総監 尾﨑会長

（左から）鎌田副総監、尾﨑会長、目々澤理事、水野理事 署名の様子
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今
年
２
０
２
５
年
は
地
域
医
療

構
想
の
目
標
年
だ
。
今
年
で
終
わ

り
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
２
０

４
０
年
を
目
指
し
た
新
た
な
地

域
医
療
構
想
を
始
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
、
特
に
都
内

病
床
数
に
着
目
し
て
振
り
返
る
。

地
域
医
療
構
想
の
大
き
な
目
的

の
一
つ
は
病
床
の
削
減
で
あ
っ

た
。
人
口
減
少
地
域
に
お
い
て
、

病
床
が
余
剰
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
東
京
都
で
は
入
院
需

要
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
増
床
す
る
た
め
に
毎
年
病
床

配
分
が
あ
っ
た
。
東
京
都
に
お
い

て
地
域
医
療
構
想
が
策
定
さ
れ
た

の
は
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

だ
。
当
時
の
病
床
数
（
一
般
病
床

と
療
養
病
床
の
計
、
以
下
同
じ)

は
10
万
５
２
８
４
床
で
あ
っ
た
。

平
成
37
年
＝
２
０
２
５
年
の
必
要

量
は
11
万
３
８
８
３
床
（
他
県
か

ら
の
流
入
も
含
め
て
）で
あ
っ
た
。

必
要
量
は
国
の
定
め
た
式
に
よ
っ

て
算
出
し
た
病
床
数
で
あ
る
。
国

の
計
画
の
通
り
に
必
要
量
を
目
指

し
て
病
床
を
８
０
０
０
床
も
配
分

し
て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
現
在
の
病
床
は
10
万

５
４
９
８
床
で
あ
る
（
２
０
２

４
年
４
月
１
日
現
在
）。
現
在
で

も
病
床
稼
働
率
の
低
下
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
が
、
更
に
低
下
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

分
か
り
に
く
い
話
だ
が
、
東
京

都
は
必
要
病
床
数
で
は
な
く
、
二

次
保
健
医
療
圏
に
分
け
た
「
基
準

病
床
数
」
に
基
づ
き
病
床
を
整
備

し
て
き
た
。
既
存
病
床
数
の
都
内

総
数
が
、
基
準
病
床
数
を
超
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
病

床
を
配
分
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

理
解
し
難
い
極
み
は
こ
こ
に
あ

る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
た
の
か
。
二
次
保
健
医
療
圏

ご
と
に
分
け
た
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
令
和
５
年
度
に
南
多
摩
で
は

既
存
病
床
数
１
万
６
６
５
床
に
対

し
て
７
１
６
床
が
不
足
し
て
い
る

と
し
て
、
そ
の
分
を
配
分
し
よ
う

と
し
た
。
２
０
０
床
ク
ラ
ス
の
病

院
が
３
つ
以
上
で
き
る
数
で
あ

る
。
一
方
、
区
中
央
部
は
７
６
０

０
床
以
上
、
区
西
部
は
１
６
０
０

床
過
剰
で
あ
り
、
過
剰
部
の
病
床

削
減
は
な
い
の
で
都
内
既
存
病
床

数
は
基
準
病
床
数
を
超
え
る
こ
と

に
な
る
。

こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
病

床
配
分
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
地

域
医
療
構
想
の
当
初
か
ら
不
足
感

が
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
現
場
は

分
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
、
数
値

は
「
構
想
」
で
し
か
な
い
こ
と
を

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
際
に
病
床
が

不
足
し
た
と
指
摘
す
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
に

備
え
て
病
床
を
増
や
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
感
染
症
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
や
災
害
の
サ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
別
の
方
策
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
）。

東
京
都
医
師
会
は
当
初
か
ら
病

床
配
分
に
つ
い
て
疑
義
を
訴
え
て

き
た
。
近
年
に
お
い
て
は
病
床
配

分
の
中
止
を
強
く
主
張
し
て
き

た
。
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
つ

い
に
病
床
配
分
は
中
止
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度
も
病
床
配
分
は
な
い

予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
域

医
療
構
想
で
は
行
政
的
制
度
に
振

り
回
さ
れ
続
け
た
。
新
た
な
地
域

医
療
構
想
は
医
療
計
画
の
上
位
概

念
と
さ
れ
た
。
現
場
の
意
見
が
地

域
医
療
構
想
を
通
じ
て
、
医
療
計

画
に
十
分
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

�

（
土
谷
明
男
）

新
た
な
地
域
医
療
構
想
は
医
療
計
画
の
上
位
概
念
と
さ
れ
た
。現
場
の

意
見
が
地
域
医
療
構
想
を
通
じ
て
、医
療
計
画
に
十
分
に
反
映
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

「
新
た
な
地
域
医
療
構
想
」を

前
に
思
う

で
あ
る
。
地
区
医
師
会
よ
り
日
医

認
定
産
業
医
に
ご
周
知
い
た
だ

き
、
回
答
に
協
力
い
た
だ
き
た
い

旨
お
願
い
し
た
。

（
４
）
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
読

影
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

結
核
予
防
会
で
は
、
精
度
の
高

い
肺
が
ん
検
診
を
支
援
す
る
た

め
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
読
影

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。今
般
、

結
核
予
防
会
の
ご
担
当
者
よ
り
本

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
い
た
。

（
５
）「
東
京
都
医
師
会
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
医
療
・
救
護
研
修
会
」
の

開
催
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
は
、
９
月
に
「
世
界

陸
上
」、11
月
に
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
が
開
催
さ
れ
る
。
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
時
に
特
に
留
意
す
べ
き
事

項
を
整
理
し
、
会
員
が
安
全
・
安

心
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
３
月

30
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
よ
り

本
研
修
会
を
開
催
す
る
。
多
く
の

地
区
医
師
会
か
ら
積
極
的
に
出

席
い
た
だ
き
た
い
の
で
ご
案
内

し
た
。

（
６
）
東
京
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
会
学

習
動
画
の
公
開
に
つ
い
て

　

本
研
修
会
で
は
、
講
義
部
分
を

事
前
学
習
に
代
え
、
研
修
会
前
に

動
画
（
１
９
０
分
）
を
視
聴
の
上
、

受
講
い
た
だ
い
て
い
る
。
研
修
会

受
講
者
か
ら
、
受
講
後
も
資
料
を

視
聴
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
学
習
動
画
を
公
開

し
た
。
災
害
医
療
に
関
す
る
知
識

の
普
及
と
既
受
講
者
の
情
報
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
た
め
、
多
く
の

関
係
者
に
視
聴
い
た
だ
き
た
い
の

で
ご
案
内
し
た
。

上
限
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は

見
送
り
と
な
っ
た
が
、
改
め
て
ご

報
告
し
た
。

（
２
）「
健
康
食
品
・
サ
プ
リ
メ
ン

ト
［
成
分
］
の
す
べ
て
」
に
つ
い
て

　

日
本
医
師
会
・
日
本
歯
科
医
師

会
・
日
本
薬
剤
師
会
が
総
監
修
し

た
同
書
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
。

（
３
）
嘱
託
産
業
医
の
業
務
に
係

る
実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

産
業
保
健
委
員
会
に
お
い
て
、

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
と
共

同
で
、
東
京
都
医
師
会
会
員
で
あ

る
日
医
認
定
産
業
医
を
対
象
と
し

た
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。
本
調
査
は
、
平
成
24
年
よ

り
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
調
査

で
、
嘱
託
産
業
医
の
業
務
状
況
の

推
移
等
を
把
握
し
、
今
後
の
産
業

医
活
動
の
更
な
る
支
援
事
業
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
と
す
る
も
の

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
高
額
療
養
費
制
度
の
凍
結

に
関
す
る
緊
急
声
明
に
つ
い
て

　

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
い
っ
た
ん
凍
結
と
す
る

よ
う
、
３
月
５
日
付
で
東
京
都
医

師
会
よ
り
緊
急
声
明
を
公
表
し

た
。
そ
の
後
、
今
年
８
月
の
負
担

地区医師会長
連絡協議会報告

令和7年 3月21日（金）

（
７
）
高
齢
社
会
に
お
け
る
運
転

技
能
・
運
転
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
に
つ
い
て

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
心
・
安

全
に
運
転
で
き
る
社
会
の
実
現
の

た
め
の
一
助
と
し
て
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
５
月
17
日
（
土
）
午
後

２
時
よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
開
催
す

る
。
医
療
・
介
護
関
係
者
の
他
、

都
民
に
も
広
く
周
知
し
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
の
で

周
知
を
お
願
い
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
下
谷
医
師
会
立
看
護
高
等
専
修

学
校
ポ
ス
タ
ー
配
布
に
つ
い
て

�

（
下
谷
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
杉
並
区
医
師
会
学
術
研
究
発
表

会
の
開
催
に
つ
い
て

�

（
杉
並
区
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
27
回
板
橋
区
医
師
会
医
学
会

誌
に
つ
い
て�

（
板
橋
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
７
回
調
布
医
学
会
に
つ
い
て�

�

（
調
布
市
医
師
会
）

②
第
39
回
市
民
医
学
講
座
に
つ
い

て�

（
調
布
市
医
師
会
）

③
令
和
７
年�

第
１
回
多
摩
ブ

ロ
ッ
ク
医
師
会
代
議
員
連
絡
会
及

び
懇
親
会
に
つ
い
て

�

（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

①
第
１
５
８
回
日
本
医
師
会
臨
時

代
議
員
会
に
お
け
る
代
表
質
問
に

つ
い
て

②
５
歳
児
健
診
に
関
す
る
情
報
共

有
に
つ
い
て

�
（
八
王
子
市
医
師
会
）
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３
月
１
日
（
土
）、
都
内
ホ
テ

ル
に
て
湾
岸
四
都
市
医
師
会
懇
談

会
が
行
わ
れ
た
。
当
番
医
師
会
で

あ
る
横
浜
市
医
師
会
の
根
上
茂
治

総
務
担
当
常
任
理
事
の
司
会
進
行

で
始
ま
り
、
は
じ
め
に
同
医
師
会

の
戸
塚
武
和
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
っ
た
。
続
い
て
次
期
当
番
と
な

る
川
崎
市
医
師
会
の
岡
野
敏
明
会

長
、
各
医
師
会
会
長
と
し
て
東
京

都
医
師
会
の
尾
㟢
治
夫
会
長
、
千

葉
市
医
師
会
の
大
濱
洋
一
会
長
の

挨
拶
が
続
い
た
。
当
日
は
、
横
浜

市
医
師
会
15
名
、
川
崎
市
医
師
会

４
名
、
千
葉
市
医
師
会
４
名
、
東

京
都
医
師
会
６
名
が
参
加
し
、

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
自
己
紹
介
や
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

本
懇
談
会
で
は
、
毎
回

講
演
内
容
を
当
番
医
師
会

が
企
画
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
今
回
は
日
本
医

師
会
の
釜
萢
敏
副
会
長
か

ら「
医
政
活
動
の
重
要
性
」

と
題
し
、講
演
が
あ
っ
た
。

釜
萢
副
会
長
は
冒
頭
、「
国

民
皆
保
険
制
度
は
日
本
の

社
会
保
障
の
根
幹
の
一
つ

で
あ
り
、
医
師
会
の
役
割

は
国
民
の
生
命
と

健
康
を
守
り
、
医

師
の
医
療
活
動
を

支
え
る
こ
と
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、

医
療
を
取
り
巻
く

諸
問
題
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
対

策
、
診
療
報
酬
改

定
、
か
か
り
つ
け

医
機
能
、
新
専
門
医
制
度
の
見
直

し
、
新
た
な
地
域
医
療
構
想
、
医

療
Ｄ
Ｘ
、
医
師
の
働
き
方
改
革
な

ど
を
あ
げ
、
医
政
活
動
と
し
て
医

療
現
場
の
意
見
を
伝
え
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
現
場
の
声
を
踏
ま
え
た
医
療

政
策
の
実
現
に
向
け
た
手
段
と
し

て
、
ま
す
ま
す
の
医
師
会
組
織
力

強
化
を
訴
え
た
。
更
に
令
和
６
年

度
補
正
予
算
に
向
け
た
日
本
医
師

会
の
各
種
要
望
を
報
告
し
、
本
年

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け

て
決
意
新
た
に
語
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
岡
野
川
崎
市
医
師

会
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
懇
談

が
始
ま
り
、
終
始
和
や
か
に
進
ん

だ
。
結
び
に
横
浜
市
医
師
会
の
赤

羽
重
樹
副
会
長
よ
り
閉
会
挨
拶
が

あ
り
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

３
月
19
日
（
水
）、
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
令
和
６
年
度�

東
京
都
医
師
会
「
医
学
研
究
賞
」

お
よ
び
「
医
学
生
懸
賞
論
文
プ
ラ

タ
ナ
ス
大
賞
」
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。
本
年
度
は
医
学
研
究
賞
１

名
、
奨
励
賞
４
名
、
ま
た
、
プ
ラ

タ
ナ
ス
大
賞
は
大
賞
１
名
、
優
秀

賞
２
名
が
受
賞
し
た
。

プ
ラ
タ
ナ
ス
大
賞
は
、
医
学
生

に
自
ら
考
え
る
医
師
像
や
医
療
の

あ
り
方
を
創
出
し
て
も
ら
い
、
ま

た
将
来
医
師
と
な
る
医
学
生
を
支

援
し
、
意
識
を
共
有
し
て
新
た
な

医
師
会
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度

に
創
立
し
、「
医
学
の
父
」
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
が
そ
の
木
陰
で
弟
子
た

ち
に
教
え
を
説
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
樹
に
ち
な

み
名
付
け
ら
れ
た
。

表
彰
式
の
前
に
は
、
当
日
出
席

し
た
３
名
の
受
賞
者
と
、
論
文
の

選
考
に
携
わ
っ
た
尾
㟢
治
夫
会

長
、
平
川
博
之
副
会
長
、
落
合
和

彦
理
事
、
大
坪
由
里
子
理
事
、
次

世
代
医
師
・
女
性
医
師
支
援
委
員

会
の
大
澤
秀
一
委
員
長
と
の
懇

話
会
が
開
催
さ
れ
、
各
論
文
に

関
す
る
講
評
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
司
会
の
落
合
理
事

よ
り
両
賞
の
目
的
や
選
考
経
過
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

尾
㟢
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
た
。
各
受
賞
者
か
ら
は
謝
辞
と

と
も
に
、
論
文
執
筆
の
経
緯
や
想

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
今
後
の
展
望
が

語
ら
れ
た
。

医学研究賞
〇奥住文美� （順天堂大学医師会）

順天堂大学医学部神経学講座 准教授
「アルファシヌクレイノパチーの血液バイオマーカー
の確立」

奨励賞
〇窪田哲也� （日本橋医師会）

朝日生命成人病研究所附属医院 
研究部長兼医療連携部長

「腸内細菌を介したインスリン抵抗性に関連する統合
的解析」

奨励賞
〇笠原群生� （世田谷区医師会）

国立研究開発法人国立成育医療研究センター 病院長
「生体肝移植における保因者ドナーの危険因子
の検討」

奨励賞
〇石川景子� （慶應医師会）

慶應義塾大学 保健管理センター 内科学 助教
「ヒト大腸における休止期LGR5＋幹細胞の同定」

奨励賞
〇玉井博也� （慶應医師会）

慶應義塾大学病院 臨床研究推進センター／慶應義塾
大学医学部 内科学（リウマチ・膠原病） 特任助教

「関節リウマチにおけるアダリムマブ併用時の
メトトレキサート減量可能性」

大賞
〇篠田�和� （東京科学大学 5年）
「地域医療の実践を学ぶ場としての子ども食堂の
可能性」

優秀賞
〇青山龍平� （東京大学 6年）
「医療を再考する―社会的見地と技術革新から―」

優秀賞
〇下川一燈 （日本医科大学 5年）
「医療とテクノロジーの狭間で：医師が社会実装を
実現するために」

医学研究賞・奨励賞　受賞者

医学生懸賞論文プラタナス大賞　受賞者

※�

受
賞
論
文
の
全
文
は
、
東
京
都
医
師

会
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
す
（「
プ
ラ

タ
ナ
ス
大
賞
」
は
５
月
号
、「
医
学

研
究
賞
」
は
７
月
号
に
掲
載
予
定
）。 ※敬称略、所属は受賞当時

湾
岸
四
都
市
医
師
会
懇
談
会

大濱会長（千葉市） 尾﨑会長 戸塚会長（横浜市）

釜萢副会長（日医） 岡野会長（川崎市）

令
和
６
年
度 

東
京
都
医
師
会「
医
学
研
究
賞
」

「
医
学
生
懸
賞
論
文
プ
ラ
タ
ナ
ス
大
賞
」表
彰
式

（後列）大澤委員長、下川さん、青山さん、大坪理事　（前列）落合理事、奥住准教授、尾﨑会長、平川副会長

医学研究賞を受賞した奥住准教授 謝辞の様子
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東
京
都
医
師
会
は
、
３
月
５
日

付
で
こ
の
度
の
「
高
額
療
養
費
制

度
」
の
自
己
負
担
上
限
額
引
き
上

げ
な
ど
の
見
直
し
案
に
反
対
し
、

凍
結
を
求
め
る
緊
急
声
明
を
公
表

し
た
。

政
府
は
、
３
月
７
日
に
本
年
８

月
の
自
己
負
担
上
限
額
の
引
き
上

げ
を
見
送
っ
た
上
で
、
秋
ま
で
に

改
め
て
方
針
を
検
討
し
、
決
定
す

る
と
表
明
し
た
。
尾
㟢
治
夫
会
長

は
、
こ
の
決
定
に
ま
ず
感
謝
と
安

堵
を
示
し
た
。
一
方
で
「
し
か
し

な
が
ら
今
秋
で
は
時
間
が
な
い
。

十
分
な
議
論
が
で
き
る
の
か
」
と

危
惧
し
た
。

医
療
費
の
内
訳
は
保
険
料
５

割
、
税
金
４
割
、
自
己
負
担
１
割

が
目
安
で
あ
る
。
現
役
世
代
の
社

会
保
険
料
負
担
が
限
界
に
き
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
が
、
高
額
療
養

費
削
減
策
か
ら
着
手
す
る
こ
と

は
、
所
得
に
関
係
な
く
医
療
を
受

け
ら
れ
る
国
民
皆
保
険
制
度
の
根

幹
で
あ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

こ
と
か
ら
十
分
な
議
論
が
求
め

ら
れ
る
。

ま
た
、
税
収
の
推
移
と
社
会
保

障
支
出
・
国
民
負
担
率
の
国
際
比

較
を
提
示
し
な
が
ら
日
本
の
実
情

を
述
べ
、「
国
民
に
呼
び
か
け
、

社
会
保
障
や
皆
保
険
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
す
れ
ば
理
解
は

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
持
続

可
能
な
皆
保
険
制
度
の
あ
り
方
と

そ
の
財
源
に
つ
い
て
、
決
め
る
の

は
政
府
と
都
民
・
国
民
で
あ
る
」

と
訴
え
た
。
ま
さ
に
２
０
２
５
年

問
題
の
渦
中
で
あ
り
、
２
０
３
０

年
問
題
も
控
え
た
今
、
高
額
療
養

費
の
引
き
上
げ
の
是
非
で
は
な

く
、
社
会
保
障
や
医
療
・
介
護
に

お
け
る
質
を
ど
の
よ
う
に
維
持

し
て
い
く
か
、
削
減
だ
け
で
な

く
財
源
を
増
や
す
こ
と
を
含
め
て

考
え
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を

語
っ
た
。

更
に
、
次
の
１
～
６
が
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
で
あ

る
と
し
て
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
７
本

の
柱
を
紹
介
し
た
。

１ 

健
康
リ
テ
ラ
シ
ー

２ 

検
査

３ 

衛
生
管
理
口
腔
ケ
ア

４ 

禁
煙

５ 

運
動
・
睡
眠

６ 

食
事

７ 

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

正
し
い
情
報
を
自
分
な
り
に
理

解
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
予
防
医

療
に
つ
な
が
る
。
ま
た
病
気
を
防

ぎ
、
若
い
頃
か
ら
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
齢
期
の
フ

レ
イ
ル
や
認
知
症
発
症
の
低
下
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
大
事
で
、
結
果

と
し
て
７
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の

活
用
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
示

し
た
。

ま
た
、
欧
米
で
は
が
ん
検
診
の

受
診
率
は
８
～
９

割
と
も
言
わ
れ
て

い
る
が
、
日
本
で

は
残
念
な
が
ら
多

く
が
５
割
に
も
達

し
て
い
な
い
。
が

ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
開
始

で
約
９
割
が
治
る

と
さ
れ
る
現
代
で

も
、
自
覚
症
状
も

な
い
時
期
に
見
つ
け
る
に
は
検
診

が
大
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
が
ん
に

関
わ
る
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
る
。

尾
㟢
会
長
は
、
国
民
に
は
終
始

「
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
一
緒

に
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
熱
い
想
い
を
込
め
て
語
り
、
政

府
に
は
「（
国
民
の
）
納
得
の
い

く
結
論
を
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
求
め
た
。「
こ
れ
か
ら
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
我
々
も
一
生

懸
命
考
え
、
医
療
・
介
護
の
内
側

か
ら
今
後
も
意
見
を
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

東京都医師会は、役員一同の総意をもって、今回の「高額療養費制度」の
自己負担上限額引き上げなどの見直し案に反対し、凍結を求めます。

超高齢社会を迎え、危機的とも言える財源確保の問題に直面している医療費につい
て、国民的議論を行った上で、新たな財源確保の道筋はないのでしょうか。また、
財源増が厳しいとすればどこから削っていくのかを、しっかり議論していくべきだ
と考えます。

私ども東京都医師会の使命は、都民の健康、安心、安全を守ることにあります。そ
の使命のために、病院・診療所の医師が安心して診療に打ち込める環境が大切と考
え、今回も民間病院が経営危機から抜け出せるよう、地域医療体制の崩壊を防ぐた
め東京都に支援を求めました。
私どもの願いは、本当に医療が必要な方に医療を提供し、その方の人命を救うこと
にあります。その想いで国民皆保険制度を守りながら、全国一律の診療報酬という
厳しい環境の中、医療提供体制の維持に努めてきました。

高額療養費制度の上限額引き上げという突如現れた医療費削減政策は、われわれの
予期せぬものでした。医療の進歩や新薬の登場によって、助けることができなかっ
たがん患者さんや難病患者さんに光明が見えてきました。一方で、そうした新薬は
高価であり、医療費高騰の原因の一つでもあります。

所得の多い方は、限度額が上がってもそうした医療を引き続き受けられるでしょう。
しかしながら、所得の低い方は、今回の改正で医療の継続は難しくなります。保険
料を支払うことによって、誰もが平等に医療を受けられる日本の国民皆保険制度。
そのセーフティーネットを維持するために、私たち医師は歯を食いしばって医療を
続けてきたのです。

今回の突然の高額療養費制度の見直しについては、拙速に8月に実行に移すことな
く一旦凍結とし、セルフメディケーションによるOTC医薬の活用など、直接患者さ
んの命にかかわらない政策から実行に移すなど、都民・国民を巻き込んだ議論をし
た上で、納得できる削減策を新たに考えていくべきです。

一度決めたことを踏みとどまることは、何ら恥じることではありません。国民皆保
険制度を築いてきた先人たちに恥じることのない医療費削減策を、都民・国民を巻
き込んで、皆でもう一度考えようではありませんか。

令和7年3月5日
公益社団法人�東京都医師会

会長�尾﨑治夫

「
高
額
療
養
費
制
度
」の
見
直
し
は
見
送
り
に

3月11日
（火）開催

東
京
都
医
師
会 

定
例
記
者
会
見

尾﨑会長

セ
ル
フ
ケ
ア
の
７
本
の
柱

緊急声明 全文
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ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
起
源
を
辿

る
旅
に
出
よ
う
。
駒
込
駅
を
降

り
、
旧
古
河
庭
園
の
バ
ラ
を
横

目
に
、
染
井
銀
座
商
店
街
を
抜

け
る
。
か
つ
て
こ
の
地
は
、
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
生
み
出
し
た
植

木
職
人
た
ち
の
息
吹
が
残
る
場

所
だ
。

や
が
て
、「
門
と
蔵
の
あ
る

広
場
」
へ
と
辿
り
着
く
。
そ
こ

に
は
、
旧
丹
羽
家
の
蔵
が
静
か

に
佇
ん
で
い
る
。
こ
の
蔵
は
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
歴
史
を
見

守
っ
て
き
た
証
人
だ
。春
に
は
、

蔵
を
囲
む
よ
う
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
咲
き
乱
れ
、
幻
想
的
な
光

景
を
作
り
出
す
。

蔵
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、
染
井

稲
荷
神
社
が
あ

る
。
こ
の
神
社

は
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
守
り
神

と
し
て
、
地
元

の
人
々
に
信
仰

さ
れ
て
き
た
。

神
社
の
境
内
に

は
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
原
木
が

あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
足
を

延
ば
せ
ば
、
染

井
霊
園
へ
と
続
く
。
こ
の
霊
園

に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
育
成

に
貢
献
し
た
人
々
の
墓
が
あ

る
。
彼
ら
の
功
績
を
偲
び
な
が

ら
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
る
の
も
い
い
だ

ろ
う
。

こ
の
散
歩
コ
ー
ス
は
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
美
し
さ
と
歴
史
を

同
時
に
味
わ
え
る
特
別
な
体
験

だ
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇

る
季
節
に
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て

ほ
し
い
。

た
だ
し
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
す
ぎ
な

い
よ
う
に
注
意
が
必
要
だ
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
の
美
し
さ
の
裏
に

は
、
歴
史
の
闇
が
潜
ん
で
い
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

�

（
豊
島
区
医
師
会�

菅
谷
哲
史
）

204

臨
床
実
習
と

地
域
活
動
か
ら
考
察
す
る

医
療
の
専
門
性

令
和
6
年
度
東
京
都
医
師
会

医
学
生
懸
賞
文
プ
ラ
タ
ナ
ス
大
賞 

大
賞
受
賞
者

東
京
科
学
大
学
医
学
部
医
学
科
6
年 

篠
田 

和

臨
床
実
習
が
始
ま
っ
て
か
ら
約

１
年
が
経
つ
。
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
患
者
さ
ん
へ
の
向

き
合
い
方
で
あ
る
。
ど
の
先
生
も

医
療
者
と
し
て
の
責
任
と
信
念
を

も
っ
て
患
者
さ
ん
に
向
き
合
っ
て

い
た
一
方
で
、
社
会
的
背
景
へ
の

踏
み
込
み
方
は
多
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
気
付
き
か
ら
、
医
療
の
「
専

門
性
」
と
は
何
か
を
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

病
棟
実
習
で
は
一
人
ひ
と
り
の

患
者
さ
ん
の
治
療
方
針
に
つ
い

て
、
時
間
を
か
け
て
議
論
を
重
ね

る
場
面
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

チ
ー
ム
内
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
診
療
科
全
体
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
で
は
、
一
度
決
定
し
た
治
療

方
針
も
、
経
過
を
見
な
が
ら
適
宜

見
直
さ
れ
て
い
た
。
医
学
に
は
常

に
不
確
実
性
が
伴
う
か
ら
こ
そ
、

そ
の
中
で
最
善
を
尽
く
す
た
め
に

労
力
を
惜
し
ま
な
い
姿
勢
に
専
門

性
の
本
質
を
感
じ
た
。

一
方
で
、
医
療
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
や
困
難
を
抱
え
る
患
者

さ
ん
も
少
な
く
な
い
こ
と
を
知
っ

た
。
そ
こ
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
む

か
は
先
生
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
、

医
療
の
専
門
で
は
な
い
部
分
に
私

た
ち
は
関
わ
っ
て
よ
い
の
か
と
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
点
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ

た
の
は
、
地
域
の
実
情
を
知
り
た

い
と
思
い
参
加
し
て
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
の
経
験
で
あ
る
。

私
の
居
住
区
で
は
支
援
対
象
児
童

等
見
守
り
強
化
事
業
の
一
環
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
月
２
回
利
用
家

庭
を
訪
問
し
、
子
ど
も
や
保
護
者

と
雑
談
す
る
と
い
う
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
利
用
家
庭
に
ゆ
る
い
つ

な
が
り
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
、
行
政
の
担
当
者
に
相

談
す
る
の
は
心
配
な
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
の
み
で
あ
る
。

取
り
組
み
と
し
て
は
非
常
に
シ

ン
プ
ル
だ
が
、
私
は
こ
の
活
動
を

通
し
て
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
必
ず
し
も
福
祉
の

専
門
職
で
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
々
が
連
携
す
る
こ
と
の
意

義
に
触
れ
た
。
例
え
ば
福
祉
専
門

職
は
親
子
と
深
く
関
わ
り
、
時
に

は
厳
し
い
こ
と
も
伝
え
る
役
割
を

担
う
。
一
方
私
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
専
門
知
識
は
な
い
も

の
の
緊
張
感
な
く
話
せ
る
相
手
に

な
り
や
す
い
。
こ
の
よ
う
に
一
人

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人

が
関
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
安
定
し

て
支
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

医
療
で
解
決
で
き
な
い
問
題
に
対

し
て
も
、
多
様
な
関
わ
り
の
一
つ

に
加
わ
る
こ
と
な
ら
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
１
年
間
の
経
験
は
、
専
門

性
と
は
単
に
知
識
を
持
つ
こ
と
で

は
な
く
、
そ
れ
を
活
か
し
て
最
善

を
尽
く
す
姿
勢
に
あ
る
と
教
え
て

く
れ
た
。
私
は
今
後
、
ま
ず
は
医

学
的
な
視
点
を
し
っ
か
り
と
養

い
、
最
善
を
目
指
す
こ
と
を
妥
協

し
な
い
医
療
者
で
あ
り
た
い
。
そ

の
上
で
、
医
学
に
で
き
る
こ
と
が

限
ら
れ
て
い
て
も
、
地
域
の
輪
の

一
部
と
し
て
行
動
で
き
る
人
で
あ

り
た
い
。

知ってますか ?

　疲労の研究は1900年代、特に1999年頃から盛んになった。一つは炎
症性サイトカイン。これが脳に伝わると疲労を感じる。脳内の炎症性サイ
トカインはアセチルコリンが退治するが、アセチルコリンが不足すると、
疲労感だけ感じ続けてうつ病にもなる。
　一方、eIF2αが生命維持に必要なタンパク質を合成しているが、疲労
でこれにリン酸がくっつくと、タンパク質の合成がストップする。休憩す
るとリン酸が外れて元に戻る。
　この脱リン酸化が重要なので、1に睡眠、2に軽い有酸素運動、3に食
事で、脱リン酸化酵素を働かすにはビタミンB1、ケルセチン、アンセリン
などが大事と言われている。その他、細胞の活性酸素が発生すると修復
エネルギーが必要になり、追いつかないと炎症になって脳に伝わる。こ
れも疲労であるらしい。

疲労

都医ニュース表紙の
写真を募集

〒101-8328　東京都千代田区神田駿河台2-5
東京都医師会�広報学術課　☎03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節に合った東京の写真を表紙
に掲載しております。�その表紙写真に、先生が撮影し
た写真を応募してみませんか?�都内の写真で、季節
感のあるものをお願いします。�本会広報委員会で掲
載を決定いたします。�なお、掲載された写真は、本会
のホームページにも掲載させていただきます。

デジタルカメラやスマートフォンで撮影した
600万画素以上（横3000×縦2000ピクセル以上）
のデジタルデータ
プリントサイズは、横235mm×�縦137.5mm以上

応
募
規
定

※�

受
賞
論
文
の
全
文
は
、
東
京
都
医
師

会
雑
誌
５
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

2023年3月 門と蔵のある広場にて

趣 味 の 散 歩

ソメイヨシノの起源を辿る
駒込駅〜染井霊園

ぜひ、ご家族や常勤の従業員の方と一緒に、医師国保組合に加入してください。
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

令和6年4月からの保険料について
~今年度、保険料の改定はありません~

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合   ☎03-3270-6433（業務課）

医療保険料（月額） 介護保険料
（月額）

後期高齢者組合員
保険料（月額）医療給付費保険料 後期高齢者支援金等保険料

第1種 34,500円 5,000円 6,000円 ―
第2種 13,500円 5,000円 6,000円 ―

家族（中学生~74歳）  7,500円 5,000円 6,000円 ―
家族（未就学児･小学生）  4,500円 5,000円 ―

第3種 ― ― ― 1,000円
第4種 ― ― ― 1,000円

※介護保険料は、40歳以上65歳未満の方が該当します。※後期高齢者組合員保険料は、第3種・第4種組合員（75歳以上）の方が該当します。



6第710号 都 医 ニュース 令和7年4月15日

ふれあいポスト 各地区会報から

岸田功典八王子医師会

　さて、2024年の新語・流行語大賞は「ふてほど」でした。昨年3
月の医師会報にも書かせて頂きましたが、「不適切にもほどがあ
る！」というドラマがヒットし、その略語が選ばれました。「ふてほ
ど」は初めて聞いたという方も多かったなど、世間であまり知られ
ていなかった単語が受賞しましたので、今回の大賞は不評でしたが、
ドラマは大好評でした。ドラマでは阿部サダヲさん演じる昭和の体
育教師が2024年にタイムスリップし、現代では不適切とされる発
言や行動を繰り返し、コンプライアンスが重視される令和の時代を
風刺して話題を呼びました。その影響もあり、昭和や平成の時代に
流行したものが再度脚光を浴び、「平成カルチャー」という言葉まで
トレンド入りしました。
　昭和の時代では、みんな所構わずタバコを吸ったり、部活中は水
を飲んじゃいけなかったり、罰則としてケツバットがあったり、現
代だと大問題になることが日常的に行われてきました。私は高校時
代野球部に所属し、ポジションはピッチャーでしたが、毎日300球
投げ込みが当たり前という、今からは信じられない根性論が根強い
時代で、さぼりながら投げていた自分以外はみんな故障していま
した。
　医療においても、傷は乾かして治すものという、今とは真逆の治
療が行われてきました。昭和の時代の年末年始では、多くの奥様方
は姑さんとお節料理を作ったり、夫の実家でずっと気を遣ったりと
大変な思いをされたと思います。しかし、今では年末年始の過ごし
方も大きく変わりました。何でもハラスメントになる現代において、
自分の実家・故郷に妻を連れて帰るのもハラスメントになると言わ
れ、「サトハラ」と言われているそうです。そのため、若い世代では
各々別々の実家で年末年始を過ごす夫婦も増えていると聞いて驚き
ました。多様性の時代ですが、多様過ぎて、何か大切なものがどん
どん薄れていってしまっている気がしますが、この考え方自体も古
いのかもしれません。
　今の医学生の認識も大きく変わり、将来の志望進路のNo.1が美
容皮膚科で、初期研修の修了した医師がすぐに美容皮膚科に進む
「直

ちょく

美
び

」医師が激増しているのも皮膚科医の私としては頭の痛い問題
です。もう一度学生さん達には何のために医師を志したのか初心に

戻って考えて頂きたいと思いま
すが、この問題は、大きな病院
や診療所を含め、ひたすら患者
さんの命や健康を守るために
医療の最前線で頑張っている
先生達が報われていない現状
を反映しているのも一つの
要因だと思います。診療報
酬改定、薬価の改定を急が
なければ日本の医療の未
来はお先真っ暗です。
　暗いニュースが多い世
の中ですが、1月12日に

八王子市役所横の河川敷で
令和7年八王子市消防団出初式が開

催されました。出初式の最中には、八王子消防記念会の皆様による
「はしご乗り」が披露され、4間（7.2m）の梯子の上での妙技に会場
は大いに盛り上がりました。変わりゆく時代の中で、古き良き時代
の素晴らしい伝統文化が継承されているのは嬉しい限りです。
　今年は昭和だと昭和100年になります。今年はどのような年にな
るか分かりませんが、皆様にとって素晴らしい1年にしてください。
 （『八王子市医師会報』2025年1月 No.442（626号）より抜粋）

変わりゆく時代

頬張る 練馬区医師会  松田圭二
 「初孫の誕生。頬張る姿に思わず失笑。」

戻って考えて頂きたいと思いま
すが、この問題は、大きな病院
や診療所を含め、ひたすら患者
さんの命や健康を守るために
医療の最前線で頑張っている
先生達が報われていない現状

愛娘と門松

消防出初式

はしご乗りの演技
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都医HP・Eメール
■ ホームページアドレス https://www.tokyo.med.or.jp
■ Eメールアドレス jimu@tokyo.med.or.jp

水痘ワクチン

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　水痘ワクチン（岡株）は、大阪大学微生物病研究所の高
橋理明教授らによって世界に先駆けて開発された。高橋
先生のご子息の水痘が重症であったこと、白血病の子ど
もたちが水痘で命を落としていくことを目の当たりにし
たことなどが、水痘ワクチン開発のきっかけとなったこ
とを高橋先生から伺った。水痘は基本的には自然治癒傾
向の強い軽度な病気であるが、免疫低下者では重症化し
時に致命的であったため、ヨーロッパでは1984年にハイ
リスクの子どもを対象にワクチン接種を認可し、次第に
正常児に拡大した。1985年にWHOは、弱毒生水痘ワク
チン（岡株）はもっとも望ましい水痘生ワクチンであると
した。
　岡株とは、患者「岡君」から分離された水痘ウイルスが
弱毒生ワクチンの原株となったため「岡君」の名前を残し
た、とこれも高橋先生から伺った。昨今は個人情報に関
わることから人名を病気やウイルスの名称に使用すべき
ではないとされているが、起源を大切にして世に残すと
いうことも大切ではなかろうか。
　水痘ワクチンは当初は1回接種であった。米国で導入
後、水痘は激減したがそれに伴い自然感染によるブース
ター機会も減少し、免疫効果が減弱したことによる軽症
水痘（break through varicella: BTV）が増加し、2回目接種
を数年間隔で行うようになった。一方水痘が多かったド
イツでは、1回接種では約15％は抗体不十分であること
から、短期間で2回目接種を行い、小児水痘を低下させ
る方式をとった。日本で水痘ワクチンを定期接種する際
に2回方式が議論されたが、当時は国内の水痘はほぼ野
放し状態であったため、低年齢層の水痘を早くコント
ロールすることを目的として、短い間隔（1回目は生後12
～15カ月、1回目接種後6～12カ月までの間に2回目接種）
で2回接種を定期接種とした。それにより、現在5歳未満
の水痘は著減したが、学童以上の年齢でのBTVを含む水
痘例が相対的に増加している。短い間隔の接種方式でス
タートした国内の水痘ワクチンであるが、乳幼児の水痘
対策から幅広い年齢層への対策へのシフトとして、間隔
の広い接種方式を検討すべき時期ではないだろうか。

（文責：岡部信彦）
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無 声 拝 聴 ＡＩがボケるの?!

開 催 期 日 テーマ
6月26日（木） 遺伝子治療の現状と今後の展望
7月31日（木） 肺癌の集学的治療の進歩
10月30日（木） 肥満症治療の最前線
11月20日（木） 血管炎診療の最近の進歩

時　　間 ■ 14:00～17:00　　　
開催方法 ■ WEB配信のみ
問 合 先 ■ 東京都医師会 広報学術課　TEL：03-3294-8821（代）

※最新情報は東京都医師会ホームページをご確認ください。

令和7年度

「日本医師会生涯教育講座」
スケジュール

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝の番組「飯田浩司の
OK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、東京都医師会の役員・委
員会委員等が出演して生活に役立つ健康情報をお届けしています。過去の放
送はすべて番組ホームページまたはポッドキャストから聴くことができます。
■番組ホームページ
http://www.1242.com/cozy/
■ポッドキャスト
https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

『モーニングライフアップ今日の早起きドクター』放送中!

月曜から金曜 
あさ6時15分頃から

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局　東京都世田谷区上馬1-11-9 3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：imsj@imsj.or.jp　URL：https://www.imsj.or.jp/

第469回 国際治療談話会 例会
「子どもの命を守る－小児救急医療と小児集中医療－」

日時▶5月15日（木） 19時～21時　　形式▶WEB
座長・開会挨拶▶市橋 光（（公財）日本国際医学協会 理事）
〔第1部〕感想「失われた息子の命をきっかけに設立した「川野小児医学奨学財団」－35年
間の活動の中で感じた、子どもたちの心と体を守るために必要なこと－」
川野紘子（公益財団法人川野小児医学奨学財団 事務局長）
〔第2部〕講演1「日本小児救急医学会の最近の活動状況を振り返って」
長村敏生（京都市子ども保健医療相談・事故防止センター センター長）
講演2「我が国の小児集中治療の現状と未来像について」
櫻井淑男（埼玉医科大学総合医療センター 小児科教授、小児救命救急センター 小児救命救急センター長）
閉会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）
申込方法▶右記2次元コードまたは協会ホームページより、事前登録
をお願いいたします。
参加・視聴▶無料　　取得単位▶日医生涯教育制度1単位（CC：16、0）

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ
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私は2023年度まで都立小児総合医療センターに33年間
勤め（小児外科／副院長5年／院長6年）、2024年度より都
立病院機構理事、そして都立病院医師会長を拝命いたしまし
た。東京都医師会理事の川上一恵先生には都立小児総合医
療センター運営協議会委員として以前からご指導いただいて
いました。地区医師会長連絡協議会では、大学のヨット部仲
間の黒瀨巌先生（日医常任理事）と再会でき、また東京科学
大学医師会長の藤井靖久先生もヨット部だったとわかり、仲
間がたくさんいる気持ちになりました。
都立病院は令和4年7月に経営形態を地方独立行政法人に

移行しました。都立14病院の医療資源を最大限活用し、複
雑化する医療課題に柔軟に対応できる体制を構築し、それぞ
れの機能を生かしつつ、一つのメディカルグループとして運営
することで、東京都の医療に貢献していきます。医師会活動
でも、都立病院医師会として14病院が一体化して活動し、東
京都医師会、地区医師会、大学医師会と相互に連携して活動
していきます。第一に行政的医療を安定的に提供し、第二に
自然災害や感染症等の来るべき災害に備え、危機管理体制の
強化に取り組み、第三に地域医療機関と連携し、地域医療の
充実に一層貢献していきます。
行政的医療では、特に少子化時代の小児医療の充実が課

題です。少子化が日本より進んでいる韓国では、小児科医の
減少による救急医療の危機が発生しています。厚労省の小児
医療計画では、3次医療圏に1カ所の中核病院、2次医療圏
に地域小児科センターを整備し、互いに機能を分担する計画

です。多くの都立病院では小児2次救急を担当し、都立小児
総合医療センターは東京都こども救命センターとして3次救急
を担うとともに、北米型ERとして誰でも24時間受け入れる
体制としています。コロナ禍では重症対応を中心として、軽症
も含め多様な医療需要に対応が必要でした。今後も、いざと
なったら多様な収容能力が必要とされる可能性があり、少子
化対策として「病気になったときに安心な医療がいつでも受け
られる医療環境」が求められています。安心な小児医療のた
め、都立病院機構全体が連携するとともに、地域医療機関と
協力していきます。
小児の発達障害など、こころの問題が増加しています。小

児総合医療センターでは児童思春期精神科184床と日本最大
規模で、入院が必要な重症例を中心に対応し、初診もトリアー
ジで迅速に受け入れる工夫をしています。この度、こころ病棟
の子どもたちに対応するファシリティドッグ導入を目指して1月
からクラウドファンディングを始めました。開始して2週間程
で第一目標の2,000万円の寄付を達成でき、東京都医師会
の皆様にもご協力をいただき有り難うございました。動物介
在療法は、発達障害の子どもの不安やストレスを軽減し、仲
間とのコミュニケーションを促進する治療効果のエビデンスが
あり、今後の精神科医療の充実に工夫していきたいと思い
ます。
最後になりますが、都立病院は東京都医師会の皆様と連携

しながら、東京の安心な医療の実現に貢献していくことを目指
していきますので、今後もご支援よろしくお願い申し上げます。

地区医師会長からの一言
都立病院の活動、
特に小児医療について
都立病院医師会長　廣部誠一

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
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